
コメ
不足 店頭に並ぶ対策を

日本共産党国会議員団が
農水省に申し入れ米が品薄で、店頭で買うのが困難になっている事態をうけ、

日本共産党国会議員団は８月２３日、農林水産省に緊急対策

を求める申し入れを行ないました（右は主な要請項目）。国が

穀物の生産と供給に責任を持つよう、強く求めました。

衆院財務金融委（８/２３）で、田村貴昭議員が追及

「新米が出回るまで待て」は無責任
衆院財務金融委員会（８月２３日）で

田村貴昭議員は「国民が主食の米を

手にすることができない重大事態だ」と

し、「（9月以降の）新米が出回るまで待

て」という農水省の姿勢は「あまりに無

責任だ」と批判。「生産者団体、卸の業

界と相談し、店頭に十分なお米が回る

ように緊急対策を取るべきだ」と求めま

した。減反に次ぐ減反のあげく、米の受

給調整も放棄した政府の対応を批判

し、「この事態を招いた原因は自民党

農政だ」と強調しました。

●実態を把握し関係者の声を聞く。

●店頭に米が十分に回るよう緊急

対策を講じる。

●価格保障や所得補償を抜本的

に拡充し、農家が安定して生産

を続けられるようにする。

●子ども食堂などへの備蓄米支給

について、支援が行き渡るよう制

度を改める。農水省の担当者に申し入れ書を手渡す田村貴昭議員ら

日本共産党の衆参国会議員（８月23日、国会内）
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新聞記事

４店舗を回って
ようやく買えた。

違う店で買えた
が、高かった。
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農政の見直しが必要

昨年まで「米余り」で農家を苦しめてい

た安値が一転、スーパーの棚から消える

事態に。原因は昨年の生産量661万㌧に

対して、需要量が702万㌧と大きく伸び

たこと。小麦などの輸入穀類の高騰により、

多くの消費者が、これまでより少し多くお

米を食べるようになったことが、最も大き

な要因です。インバウンドの増加や昨年の

猛暑もわずかながら拍車をかけました。

年明けごろからお米の流通・販売業者

さんたちの仕入れが段々難しくなってい

き、次第に学校給食や外食などの長期契

約の得意先を優先せざるを得なくなりま

した。だから、その都度仕入れをしている

販売店などに回すことが難しくなっていっ

たのです。店頭に十分回るよう、１００万㌧

ある政府備蓄米の活用も含めた、緊急の

対策をすべきです。

いま収穫している今年のお米の見込み

生産量は669万㌧。昨年と比べ大きく増

えていません。新米が出てきて一時的に

品薄が解消しても、40万㌧も不足してい

る状態は変わりません。来年夏にまた同

じことが起きる可能性があります。

そもそも、日本の国土は１０００万㌧以上

のお米を生産できる力がありました。減反

政策でお米の生産を減らしてきたあげく、

政府は、お米を買い上げたり放出したりす

る需給調整をやめてしまい、市場任せに

すると決めてしまっています。

お米は日本人の主食。価格の乱高下

は政策の失敗です。農家に十分な生産を

してもらい、コストを下回るような価格にな

れば国がきちんと補填して、安定的な供

給と農家収入を確保すること、政府が需

給をコントロールすることが必要です。

フードバンク・子ども食堂に

政府備蓄米の無償提供へ 条件が緩和

お米の品薄・高騰によって寄付が減り、運営が困難になっていたフード

バンク・子ども食堂への政府備蓄米無償提供の条件が緩和されました。

日本共産党も農林水産省への申し入れ（8月23日）で求めていました。

◎これまで年４回だった申請の受付期間が、いつ
でも申請できるようになりました。

◎これまで農林水産省と地方農政局だけだった
申請窓口が、各県に配置されました。

積極的な活用を

田村貴昭
議員が解説

衆議院・農林水産委員

共産党の
申し入れ

2024年９月号外


